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に定義できないものは扱うことができないと考える必要はない。デザインの対
象／主体である日常生活者は、大きな問題なく「コミュニティ」概念を使って生
活している。その実践の秩序だった性質を観察することは，日常生活者に出来
ているのと同様に、デザインを学ぶ者にも可能なはずだ。 
本稿では３節で「コミュニティ」をデザインする側の実践にごく簡単に触れ
たが、デザインされる側や第三者もまた、実践の内側にいる。農村であれ都市で
あれ、一定の空間境界を共有する人びとの間には、たしかになんらかの共同性
が生じるだろう。「コミュニティ」概念はその境界を定めたり、課題の同定を手
助けしたり、外部との間で軋轢を生じさせたり、コミュニティデザイナーのよ
うなよそ者を受け入れたりといった、多種多様な活動を可能にする。 
具体的にどうすればうまく「コミュニティ」をデザインできるのか、そのノウ
ハウは今はまだないように思う。フィールドワークにせよワークショップにせ
よ、とにかくデザインの対象となる人びとの実践の場に寄り添っていくこと。
その「コミュニティ」の外縁がどこかや、人びとの問題関心が何かを外側から物
差しをあてて測らないこと。デザインの成果を評価する際にも、その基準を外
部から持ち込まないこと。さしあたりこうしたことに留意しながら、デザイン
に携わっていくべきだろう。 
 
「デザイン学」への問い 
+ コミュニティ概念の曖昧さは問題か 
+ コミュニティをデザインすることは可能か 
